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2. 第34回法政大学イオンビーム工学研究所シンポジウム

2015年12月9日（水）に第34回法政大学イオンピー 光という手法を用いた非破壊検究を行ったりなど多

ム工学研究所シンポジウムを法政大学小金井キャン くの開発を行ってきたとのことであった。今後の胎

パスにて 1}fl •fit した 。 本シンポジウムはイオンピーム 粟応用が期待される。

関連技術のみならず幅広く科学技術についての招待 次に株式会社II-rrの平子敬一先生に 「術昴搭載用

誂iti（をお顧いしている。 小型地球センサ～民生エアコン）1:j赤外検出器を応用

最初は施業技術総合研究所の数川弘之先生に 「高 して～」 と題して招待講演をお／頒いした。衛星は地

エネルギー光子 ピームを用いた非破壊検究技術に関 球の方角に‘常に向いている必要がある。そのための

する研究」と題して招待講iiiiをお／頒いした。脂業用 術星自身の姿勢を感知するためのセンサーとして、

ラジオグラフィ技術の開発を 目的として、高エネル 地球センサーと呼ばれる地球からの赤外線を感知す

ギーX線ビームを）・11いたラジオグラフィシステムを ることで姿勢を計多かするタイプのものやカメラを）ll

開発して性能評価を行い、様々な応用研究を試みて いて地球中心を計鈴するもの、また星のマップと！！せ

おられる。電子紫秘 リング内の電子の進行方向に対 合するスタートラッカと呼ばれるものなどがある。

して正而からレーザーを！！（，｛射するとレーザーコンプ 現在術昆は100kg前後のものが多く打ち上げられて

トン散乱によって高エネルギー光子ピームが生 まれ いるがこれは比較的小型であるためセンサーも軽砿

それを）Ilいた装附なども開発されているとのことで なものが求められており、センサーの中でも地球セ

あった。これは空間分解能が高くノイズ特性も大変 ンサーは比較的軽iikで日1陰でも使用可能な簡便なセ

よいらしい。 このピームラインにCTiJ!il定を行うた ンサーであるためこの開発を行ったとのことであっ

めの台座 を持ち込むことで 3D計測も出来たとのこ た。赤外線を用いた地球センサーの例として地球の

とであった。その他、光子誘起1楊電子i肖滅法による 外周縁を横切るように 2つの平行線上に地球をス

腸地子放出イメージングを行ったり、原子核共鳴蛍 キャンするタイプのものがあるが駆動機構を伴うた
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め大 きく 重いとのことであった。スタティック型の を1司ーサイズ（柚幅30cmx縦150cm)の装樅で実

例として 4つの赤外線センサーを用い、地球の上下 施することが出来るようなミニマルファプ （最小限

左右のエッジ辺りの赤外線強度のバランスから地球 ですむ半禅体工楊）が可能になって来ているとのこ

の中心を決定するタイ プのものもあるがこれも l~ とであった。キーとなる技術としてウェハのみをク

2 kgあり 重いとのことであった。購派ではこれらの リーン化して搬送出来る共通パ ッケージおよびイン

代わりにエアコンに用いられている民生）l］の熱赤外 ターロックシステムを開発しており、これをJ..ilいる

アレイ 素子 を用いる検出器を開発したとのことで ことでクリーンルームを使）l]しなくても半麻1本製造

あった。 これを 4つ組み合わせて138g、40X 40 X が可能になっているとのことであった。参加研究所

50 mmの地球センサーを開発し、 2014年 5月から や企業 も100社を超えており 今後の発展が期待でき

50 kg級小型衛星での実証を行い、現在 も動作中と る発表内容であった。

のことであった。民生部品でも 宇宙で使用可能な部 本シンポジウムでは、 一般誂梱で半麻1本分野を 中

品があることが実証出来たとのことで、 今後の発展 心に、分析手法、機能性材料、 砧礎物性締の発表が

に期待 したい。 24件あり、聴講者は114名であ った。一般講浙は、

次に胎業技術総合研究所の原史朗先生に 「超小型 ショート iivii窮とポスター形式でおこなったが、研究

半淋イ本生産システムミニマルファプ～その概念の 者が交流し情報交換する場として議論に花を咲かせ

市場、および開発」と題して御轟料if]頂いた。半麻体 ていた。fili単ではあるが、 一般講浙にてご発表いた

産業では 8~12インチウェハをJiiいた大規模生産が だいた砦様にも感謝I:|Jし上げたい。なお、本シンポ

注目されがちだが実際の市場を調べてみると小さい ジウムで発表された論文は、 プロシーデイングスと

基板で出来るJ.Il途が半分以上を占めている。大口径 して木研究所からすでに発行 しているので、ご邸味

基板は今後設備過剰になり、また経済的琲1t1からも のある方はお間合せいただきたい。また、御謂汎ir・m
採鈴が合わなくなってくる。そこで小甚板 (0.5イ いた招待講派については購浙者の許可 を頂 き下記

ンチ）に特化して半母体製造工程を実施する装樅が ホーム・ ページでの公開を行っ ている。

あればコスト面でも俊位に立ち、 大きなニーズが生 Hosei University Research Net (HURN) 

まれるとのことであった。これまでにそのための仕 http:/ /hurn.meclia.hosei.ac.jp/ion/ 

組みづくり、 脱学共同での装樅開発、コンソーシア 最後に本シン ポジウムのプログラムを掲載する。

ムの設立などを実施し、現在半森体工程の80％程度
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第 34回法政大学

イオンビーム工学研究所シンポジウム

The 34th Symposium on Materials Science and Engineering 
Research Center of Ion Beam Technology 

Hosei University 
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期日 2015年 12月 9日（水）

会場法政大学小金井キャンパス

西館地下 1階マルチメディアホール

主催 法政大学イオンビーム工学研究所

29 



法政大学イオンビーム工学研究所報告 (No.36)

ー 10 : 30=11 : 15 

招待講演 I
高エネルギー光子ビームを用いた非破壊検査技術に関する研究 (45分）

産業技術総合研究所 豊 川 弘 之

休憩

n ショート講演 （学外者5分、学内者3分）

11 : 15~11 : 20 

n :20~12 : 00 | 

I. SiGe/Siにおけるイオンビーム誘起界而非晶質化

法政大学大学院理工学研究科．、法政大学理工学部”、 9柏木 俊秀．、青木 義忠"、

法政大学イオンビーム工学研究所．．． 畠山侑大＂、西村智朗．．．、山本康博”

2. TEOS導入 MOCVD法による Ce02哀，1．膜の結晶性及び特性評価 °菊地 健介．．、
、 •法政大学大学院理工学研究科、

．． 
松村陥志．、古矢智也べ 鈴木雄大 、

法政大学理工学部”、株式会社コメット．．． 鈴木摂”*、石柚啓次．．．、山本康IW●●

3. RFスパッタ法によって形成した Pr+Ce複合酸化物膜の結晶性評価

法政大学大学院理工学研究科べ °熊谷 健大・、1.|」に1 iliL太＂、高畑 潤一郎 "、

法政大学理工学部＂、株式会社コメット 拿●● 鈴木 摂＂・、石；t面 啓次”・、山本 Jll直IW.. 

4. スパッタ法により形成した Al硲加CeO五縣膜の特1・11：評 価 °小西 l頓也べ

法政大学大学院理！工学研究科．、法政大学理工学部”、 大澤 [ljt志、．、田中 翠裕＂、
株式会社．コメット．．． 牧石拓巳”、鈴木摂．．．．、石橋 啓次●●●、山本）康博”

5. 水素イオン注入 KNb03バJレク 単結晶における低抵抗／図の形成

法政大学 新川輝、 °鶴岡遼太郎、柴崎•（布紺 、
西村智朗、田沼千秋、粟l.I_I -•男

6. プロ トン照射GaNにおける誘起欠陥

法政大学・、大阪教育大学”

洒 片 薗樹・、中オ寸 昔lベ
」：●|藷l_ ！阻； • 、 9長 1.I . l -g}．、Ic|;'， III - • lif.. 

7. 4.7 kV耐圧を有する 自立GaN晶板」こp-n接合ダイオード

法政大学マイクロ・ナノテクノロジー研究センターベ

クオンタムスプレッド＂、サイオクス．．．、 吉田

°太III I炉、金田 直樹”、
堀 切 又II:．．拿●●、 成 田 好(l|1...、

丈洋拿＂ 、 三島友義べ I• | ：14寸徹・

8. 4H-SiC(OOOI)上グラフェンデバイス

法政大学大学院理工学研究科．、法政大学イオンビーム工学研究所”

°椎 名 裕亮．、西村智朗”、中村徹・

9. マグネシウムイオン注入 GaN)屈の評価

法政大学大学院理工学研究科電気電子工学専攻べ

法政大学理工学部電気電子工学科” °4而植 t専史・、西城 ；佑亮．、加藤 茂樹．．、

法政大学イオンビーム工学研究所”• 西村 智l臥l拿拿●、三島 友義．．．、中村徹”

10. グラ フェンの近接効果における基板表面梢造の影態

法政大学大学院理工学研究科．、法政大学生命科学部”、
法政大学イオンビーム工学研究所．．． °泉山 彰毘べ i!：ii井和之＊．．．．．．．

昼食

m 

12 : 00~13 : 00| 

, 1 

13 : 00~14 : 30 

招待講演II

衛星搭載用小型地球センサ ～民生エアコン用赤外検出器を応用して～ （45分）

株式会社 IHI（兼）明星電気株式会社 平 子 敬一
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招待講演III

超小型半導体生産システム ミニマルファプ ～その概念と市場、及び開発 (45分）

産業技術総合研究所＼ミニマルファブ技術研究組合＊＊ 原 史朗文＊＊

沫憩---

―--ユ坪

II. 次世代質羅イメージング用UVマイクロチップレーザーの実証実用化

工学院大学＊、分子科学研究所" 0大石 乾詞べ 秋葉 陽介＼

佐藤健星＇、坂本哲夫［平等拓範が

12.急速凍結 TOF-SIMS分析法の開発と単一細胞分析

工学院大学 °金 成啓太、森田真人、小野沢敬浩、坂本哲夫

13. エレクトロスプレーデポジション法による有機薄膜の製作

工学院大学工学部電気システム工学科＊、

工学院大学先進工学部応用物理学科 °小山慎二［ 池 崎 健 太 ＼ 坂 本 哲 夫＊＊

14. 九州における越境微粒子の高分解能 TOF-SIMS分析 °森田 真人、金成 啓太、

工学院大学 尾花和樹、小野沢敬浩、吉本健、坂本哲夫

15. NEA-GaAs表面の熱処理による醤子効率の変化及びその面方位の効果

東京理科大学 °稲垣雄大、田中紘大、飯島北斗、目黒多加志

16. Si伍 基板への Auイオン照射によるグラフェンヘの影響 °岩渕倖己＊、西村 智朗＊＊、

法政大学生命科学部＇、法政大学イオンビーム工学研究所“ 高井 和之＊＊`．

17.グラフェンにおけるゲスト分子吸着速度のゲート電圧依存性

法政大学大学院理工学研究科＇、法政大学生命科学部”、

法政大学イオンビーム工学研究所＊＊＊ °梅原 太一• *、高井 和之＊＊＊＊＊斗

18. グラフェン／電解質溶液の界面における電気化学相互作用の解明

法政大学大学院理工学研究科＊、法政大学生命科学部＊＊、

法政大学イオンビーム工学研究所*“ °鈴木 大輔ぶ、闇井 和之＊＊＊．＊＊＊

19. Boron Doped Diamonds Produced at High Pressure with Metal Catalyst 

Ioff 
** ＊＊＊ * ＊＊ 

offe Institute・, Hosei University'<, Petersburg Nuclear Physics Institute..., F゚.M. Shakhov•. .. , 
*＊*＊ . *＊ 

Lappeenranta University of Technology・ ・ ・ ・ K. Takai・ ・, S.Y. Kidalov ・, V. T. Lebedev ・ • ・, 
*＊ 9* 

D. V. Shamshur, A. A.応 asilin,E. Lahderanta ・,A.Ya. Yul' 

20. HC(NH心Pbhを活t生層として用いた太陽電池の構造と特性

法政大学生命科学部＊、法政大学大学院理工学研究科“、

法政大学マイクロ ・ナノテクノロジー研究センター＊＊＊、 °破部 朋香＼

法政大学イオンビーム工学研究所＇ギ ＊＊ 稲見 栄一＊＊＊、緒方 啓典＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

21. ZnOナノロッドを電子輸送層に用いたペロプスカイト型太陽電池の作製および特性評価

法政大学大学院理工学研究科＊、法政大学マイクロ ・ナノテクノロジー研究センター＊＊、

法政大学イオンビーム工学研究所＊＊＊ °藤林真衣歩＼稲見 栄一＊＊、緒方啓典オ＊＊＊＊＊

22. ペロブスカイ ト型太陽電池の下地層へのジルコニア添加効果

法政大学大学院理工学研究科＊、法政大学マイクロ・ナノテクノロジー研究センター”、

法政大学イオンビーム工学研究所”’ °森川 弘理中、稲見 栄一＊＊、緒方啓典＊＊＊＊＊＊

31 



法政大学イオンピーム工学研究所報告 (No.36)

23. 酸素プラ ズマ処理されたナノカーボン材料への Pt-Ruナノ粒子の担持

およびメタノ ール酸化活性評価

法政大学大学院理工学研究科．、法政大学マイクロ・ナノテクノロジー研究センター＂、

法政大学イオンビーム工学研究所．．．、信川大学工学部”"

°吉竹睛彦べ稲見栄一●●●、王志Jl}］●●●●、緒方 啓典●拿● ●●● 

24. 水酸化ナノカーボン材料における局所構造及び物性評価

法政大学大学院理工学研究科．、法政大学マイクロ・ナノテクノロジー研究センター”

法政大学イオンビーム工学研究所”. °佐野 喜配、緒方啓典．．．．．．．．．

v ポスターセッション ー 15 :40~17 : 00 | 

医

r

¥

 
小金井公匝l

ヽ

ノ

法政大学

小金井キャンパス

cxx) 

立川
JR東小金井駅

JR東小金井駅北口より徒歩 12分

京王バスまたは CoCoバス「法政大学」下車

法政大学イオンビーム工学研究所

〒184-8584Jlr京都小金:JI••市梶野町•3-7-2
Tel: 042-387-6094 Fax: 042-387-6095 

E-mail: ion-sympo@ml.hosei.ac.jp 
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